
こども環境学会主催 

『第７回こども環境学セミナー』のご案内 
 

拝啓 

 深緑の候、皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

2004年5月に学者・研究者、こども環境の実践者など様々な分野の方々により『こども環境

学会』が設立されて３年を迎えました。近年、こどもを取り巻く環境はめまぐるしく変化し複

雑化しています。同時にこどもの環境が関わる事件事故などが大きな社会問題として注目され

ています。本学会では、会員自身の継続的な教育・啓蒙および、学会と社会の幅広い共有を目

的に、【学術・研究委員会】を中心としてセミナーシリーズ『こども環境学セミナー』を開催

し、こども環境を様々な立場から一緒に学び考えています。   

このたび、『第７回こども環境学セミナー』を、下記のとおり開催することに致しましたの

で、こども環境学会会員の皆様に参加のご案内をいたします。  本セミナーは学会員だけで

なく、こどもの環境問題に関心がある一般の方どなたでもご参加できますので、周囲のご関係

の方々をお誘いの上ご参加ください。 なお学会員で本セミナーへの参加者には、こども環境

学会が認定（予定）する継続教育および専門家としての資格取得のためのポイントが与えられ

ますので、積極的にご参加ください。 

敬具 

平成１９年６月 

こども環境学会 学術・研究委員会委員長 織田 正昭 

こども環境学会会長           仙田  満 

―――――――――――――――――――― 記 ―――――――――――――――――― 

日時： 平成１９年 ６月 ３０日（土） 午後１：３０～５：００ 

講師： 

１）中山 豊 氏 （こども環境学会専務理事；事務局長） 

「児童館とチルドレンミュージアム－こどもの環境づくりの視点」 

 

２）福岡 孝純 氏 （帝京大学教授；こども環境学会理事・総務委員長） 

「こどものスポーツ・スポーツ的健康づくりの環境について（仮題）」 
 

会場：  東京大学医学図書館（東大本郷キャンパス）３階３３３号室（大会議室） 

        （文京区本郷７－３－１）(地図参照ください) 

http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_02_01_j.html 
※車での来場はご遠慮ください。なお託児サービスはございません。ご了承ください 

 

対象： こどもの環境に関心がある方はどなたでもご参加できます。 

（非会員の方も歓迎です） 

参加費： 学会員・非会員の別なく資料代として、１５００円を申し受けます。 

（当日、会場受付で直接お支払いください。なお当日、学会入会もできます） 

◇ なおセミナー終了後、近くにて懇親会を予定しています。 

（参加費:1500～2000円程度）。気軽にご参加ください 



 

申し込み方法 

セミナー参加ご希望の方はお名前、ご住所（所属）、Tel／Fax、E-mail（連絡先）、会員

非会員の別、懇親会参加希望の有無を明記の上、6月25日ころまでにFax またはメールにてお

申し込みください。なお当日、直接参加も可能ですが準備の都合上、事前にご連絡いただくの

が確実です。 

本セミナーへの参加申し込みは、以下までどうぞ。 

織田 正昭 （こども環境学会副会長；学術・研究委員会委員長） 

〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1 

東大大学院医学系研究科国際保健学／発達医科学   

TEL 03-5841-3517（直通）、     FAX 03-5841-3628 

E-mail: odam-tky@umin.ac.jp 又は   moda@m.u-tokyo.ac.jp 

 

なおこども環境学会入会ほか一般的なお問い合わせは下記事務局まで。 
『こども環境学会』事務局（連絡担当：中山） 

東京工業大学教育環境創造研究センター宮本研究室内 

〒152-8552 東京都目黒区大岡山2-12-1-M1-46 

Tel：03-5734-3163   URL:http://www.children-environment.org 

 

会場案内  東大医学図書館３階大会議室（333号室）（東京都文京区本郷 7-3-1） 
（東京都文京区本郷 7-3-1地下鉄本郷三丁目駅より徒歩７～８分） 

 

講師略歴： 
中山 豊（なかやま ゆたか） 

1951年生。神戸大学工学部建築学科卒、東京工業大学博士課程満期修了。㈱環境デザイン研究所にて
こどものための公園、少年自然の家、子育て支援施設、児童館、博物館などの設計に携わる。一級建

築士、技術士（都市および地方計画）。2004年よりこども環境学会専務理事。 
福岡 孝純（ふくおか たかずみ） 

1941年生。フランクフルト大学博士課程修了。専門は環境計画論、健康保養論、スポーツ施設計画論
など。東京農業大学教授を経て、現在、帝京大学教授、日本スポーツ文化研究所代表。国際余暇スポ

ーツ施設協会副会長、国際スキー指導者連盟副会長なども務める。 


